
神奈川県立岩戸支援学校における学校運営協議会開催結果 

 

 本校の学校運営協議会を下記のとおり開催した。 

審 議 会 等 名 称 神奈川県立岩戸支援学校における第２回学校運営協議会 

開 催 日 時 令和６年 10月 22日（火）9時 30分～11時 30分 

開 催 場 所 神奈川県立岩戸支援学校 会議室 

出 席 者 
神奈川県立岩戸支援学校 学校運営協議会委員７名※本校学校長含む 

神奈川県立岩戸支援学校 教職員９名 

次回開催予定日 令和６年 11月 12日（火） 

問 い 合 わ せ 先 
神奈川県立岩戸支援学校 副校長 鈴木 香子 

Fax 046-849-3200 電話 046-839-4502 

下 欄 に 掲 載 

す る も の 
議事録 

公開を概要と

した理由 
 

審議・会議経過 

１ 学校長挨拶 

・９月に岩桜祭を実施した。また、修学旅行、防災宿泊学習、校外宿泊学習な

ど行事を通じて、貴重な経験を積んでいる。 

・町内会のイベントなどへの参加も盛んで、地域の方々に生徒の様子を知って

いただく機会となっている。 

２ 学校評価部会 

〇学部、グループからの報告 

①授業運営グループ 

・個別教育計画と日課表の見直しの検討をしている。支援連携グループと共

同して地域の方を講師とした教員向けのミニ研修会を行った。 

②管理運営グループ 

・防災教育に関して系統的な取り組みについて進めている。 

③教育支援グループ 

・岩桜祭では各班がそれぞれの役割で運営に携わった。自分専用タブレット

端末や電子黒板の活用を今後、進めていく。 

④支援連携グループ 

・学校だよりや相談だよりについて、イラストや写真などを用いた見やすい

レイアウトにした。高校からの巡回相談の依頼が増えている。 

⑤肢体不自由教育部門 

・支援方法について、指導や支援に一貫性を持てるよう写真やイラストでの

掲示、動画での共有などに取り組んでいる。 

⑥知的障害教育部門 

・部門で行っている生徒のケース会について、校内の専門職や養護教諭など

の協力を得ながら、少人数のグループでの話し合いに取り組んでいる。 

〇令和６年度 学校評価(中間評価) 

・副校長より学校評価の５つの視点から中間評価の報告を行った。 

３ 切れ目ない支援部会 

・縦のつながり(卒業後、社会)、横のつながり(地域交流、防災)に関して各委

員より卒業後の自立に向けた保護者の生徒への関わり、卒業後の進路先への

アフターフォローの継続性の難しさ、地域へのイベントの参加と交流などに

ついて情報や意見の交換が行われた。  


